
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＰＴＡ活動 

４月２１日（土）のＰＴＡ総会において、 

活動計画が承認されるとともに執行部が決

定し、平成３０年度のＰＴＡ活動がスター

トしました。また、５月１８日（金）には、

多数の各学級役員の参加のもと、ＰＴＡ役

員総会が開催され、部会ごとに今年度の活

動計画を話し合っていただきました。ＰＴ

Ａ執行部の皆様をはじめ、各部の役員を引

き受けていただきました皆様方に改めて感

謝申し上げます。 

さて、役員総会の際にも少しお話しさせて

いただきましたが、ＰＴＡ活動には子ども

達の健全育成に係わって、大きく２つの意 

味や期待があるように思います。 

一つは、どちらかと言えば直接的に子ども達の健全育成に係わることです。例えば、

事業部が行っているベルマークの収集・集計作業は、その活動によってボールや一輪

車等を子ども達に還元することができます。また、体育部が行っているマスト立て、

文化部が行っている読み聞かせ、生活部が行っている校外生活指導等も、直接的に子

ども達の健全育成に繋がる活動です。 

もう一つは、どちらかと言えば間接的に子ども達の健全育成に係わることです。そ

れは、ＰＴＡ活動を通じて、保護者同士、また、保護者と教職員が知り合いになり繋

がりが生まれ、その中で、子育てや教育についての話ができるような良好な関係が生

まれるといったことです。そのような繋がりは、回り回って多少なりとも子ども達の

健全育成に結びついていきます。 

前述の執行部、学級役員のほか、４年生以上の保護者には 

補助部員として運動会時等の活動に、また、全保護者には、 

街頭指導やプール監視の活動等にご参加いただきます。 

ご多用の中、お世話かけますが、子ども達の健全育成に繋 

がるＰＴＡ活動となりますよう、ご理解とご協力を重ねてお 

願いします。 

役 職 氏 名 各 部 等 

会 長 佐竹 晶雄  

副会長 

山崎 奈緒 文化部長 

植田 英喜 体育部長 

久保 栄一 生活部長 

東  貴美 事業部長 

宮川 成也 校長 

幹 事 

濵口  格 教頭 

永野美華子 教頭 

橋田 麻紀 主幹教諭 

会 計 白石さゆり 主任 

監 査 古舘 研吾 ４年生代表 

※３年生代表の監査は決まり次第お知らせします。 
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５月の生活目標：集会には、静かに早く集まろう。 
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修学旅行 
 ５月１３日（日）～１５日（火）の日程で、広島方面へ修学旅行に行ってきました。 

全員、けがもなく、体調を崩すこともなく帰ってきたことが何よりでした。残念だっ

たこと、心にしみたこと、笑ったこと等など、雑感にはなりますが、３日間を振り返

っておきたいと思います。 

 個人的に何と言っても残念だったことは、初日の広島ＶＳ阪神戦が雨天中止になっ

たことです。球場へ向かうバスの中で、試合中止の一報を聞いた時には茫然としまし

たが、野球をしている（していた）子どもが少ないこともあり、子ども達は案外あっ

けらかんとしていて、中止の際に行くことになっていた「こども文化科学館」では、

何事もなかったように喜々として様々な体験を楽しんでいました。 

 心にしみたことは、２日目、平和公園の「原爆の子の像」 

の前で、全員で歌った「おりづる」。前日とは打って変わっ 

た青空のもと、具同小学校６年生６８名の平和を願う歌声 

がヒロシマの空に響き渡りました。歌い終わった後、周り 

にいた外国人の方々から、拍手が起こりました。それぐら 

い、本当にいい歌声でした。帰ってきてからの音楽朝会に 

おいても、修学旅行の報告に引き続き、全校児童で「おり 

づる」を歌いました。 

 

 

 

 

 

 

 笑ったことはいくつもありましたが、その中でも一番笑ったのが宮島での出来事。

フェリーで宮島に渡り、厳島神社を参拝後、男の子が神社への入場券を片手に鹿の頭

を撫でていたところ、持っていた入場券をパクリと鹿に食べられてしまいました。男

の子は入場券を取り戻そうとしていましたが、ムシャムシャと全部食べられてしまい、

パクリと食べられた時の男の子の表情や仕草がかわいらしくて、思わず笑ってしまい

ました。それもいい思い出です。 

 ３日目の遊園地「みろくの里」、最後の最後に両担任にこっぴどく叱られました。

それは、約半数の子ども達が集合時刻を守れなかったからです。「みろくの里」での

３時間、子ども達は、ジェットコースター、ゴーカート、観覧車等、男女仲良く走り

回って本当に楽しそうに遊んでいました。そこまでは良かったのですが、そこまで

は・・。やっぱり時間は守らなければいけません。褒められることをした時にはしっ

かり褒められる、叱られることをした時にはしっかり叱られる。それが子どもの成長

に繋がるのですから・・。ともあれ、「みろくの里」の出発時刻は遅れましたが、運

転手さんやガイドさんの配慮のおかげで、予定通り帰ってくることができ、一生に一

度の小学校での修学旅行を終えることができました。 



大津波避難訓練 

 ５月１８日（金）の午後、大津波の 

避難訓練を実施しました。地震を知ら 

せる音を放送で流すと、事前に学習し 

た通り、机の下にもぐり、机の脚を対 

角線でしっかり持ちます。揺れがおさ 

まったことを知らせると、避難経路を 

通って、校庭の南側まで、しゃべらず 

走って移動し、学年ごとに並んで座り 

ます。そこまで約３分です。 

その後、大津波警報が発令さている 

という想定で、１年生と６年生、２年 

生と５年生が手をつないで、自由ヶ丘 

東公園まで移動します。地震が発生し 

て、約３０分で移動が完了しました。 

蒸し暑い日でしたが、しゃべらずに真 

剣に訓練に取り組むことができていま 

した。 

 ２学期には具同保育所・めぐみ乳児 

保育所と合同で、３学期には遠足の場 

所（双海サーフビーチ）で、避難訓練を実施する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

【お礼】 

 ＰＴＡ活動もさることながら、学校は地域の方々によって支えられています。

毎年のことですが、学校周りの土手の草をいつも刈ってくださる方がいます。多

分、学校周辺の地域の方だと思いますが、改めまして、お礼申し上げます。 

いつも、ありがとうとうございます。 

〔少し独り言〕 

 保健室前に、その月の誕生日の子どもと教職員の名前を貼っています。子ども達

はそれをよく見ていて、ゴールデンウィーク明けには、何人かの子ども達が私の所

に寄ってきて、「校長先生、誕生日おめでとう！」と声をかけてくれました。何才に

なっても、うれしいものです。そういった言葉を自然にかけることのできる子ども

に育ってほしいと思います。 

  

＜お願い＞ 

修学旅行中、「修学旅行道中記」として、子ども達の様子を安心メールで流させて

いただきました。今後も何かと活用しますので、是非、安心メールへの登録をお願

いします。登録の仕方が分からない場合は、各学級担任まで、お知らせください。 


